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研究要旨 
 ゲイ･バイセクシュアル男性における HIV 対策にこれまで力を注いできた自治体
から、広く成人男女の住民が受診する健診において HIV･梅毒検査の受検勧奨を自治
体が推進するには、梅毒が men who have sex with men(MSM)等同性愛者以外に、成
人人口の大部分を占める異性愛者の男女にも感染拡大していることを裏付けるエ
ビデンスが必要だと要望された。そこで、大阪府内で 2013 年 9月より 2017 年 8月
まで採取した梅毒トレポネーマについて遺伝子型別（遺伝子タイピング）を行い、
梅毒の流行状況を遺伝子疫学的に検討した。 
 その結果、異性愛者の男女で流行している梅毒トレポネーマの遺伝子型と MSM で
流行している梅毒トレポネーマの遺伝子型は、その傾向に差があることが明らかと
なった(J Clin Microbiol.2019 Vol.57(1), doi:10.1128/JCM.01148-18.)。 
 

Ａ.研究目的 
当研究班の研究目的の一つとして、研究成果

を自治体に還元し、感染症法に基づく「後天性
免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針」
に定められる「職域検診ＨＩＶ･性感染症検査
モデル事業」を普及させることがある。対象と
なる自治体（いわゆるエイズ対策における重点
都道府県、政令市等）の中には、ゲイ･バイセ
クシュアル男性に対する HIV 対策にこれまで
力を注いできた自治体が少なくない。そうした
自治体の中には、検診の機会を利用して HIV
検査･梅毒検査を勧めることは、ゲイ･バイセク
シュアル男性といったいわゆる個別施策層を
対象としたエイズ対策から、広く一般住民を対
象とした施策への転換と捉える自治体が存在
した。そうした自治体の中には、一般住民が受
診する健診における HIV･梅毒検査の受検勧奨
を自治体が推進していくために、梅毒がゲイ･
バイセクシュアル男性以外にも広く感染拡大
していることを裏付けるエビデンスを要望す
る自治体が存在した。 

そこで我々は、梅毒の流行状況を調査する目
的で、我々が 2013 年 9 月より 2017 年 8月まで
採取した梅毒トレポネーマの遺伝子型別を行
った。 

 

Ｂ.研究方法 
本研究では、大阪府内の梅毒疑い症例患者か
ら採取した病変部の滲出液から DNA を抽出し、
梅毒トレポネーマ（TP）の遺伝子解析を行った。 
解析方法には、世界的に用いられている梅毒遺
伝子の arp, tprE, tprG, tprJ, tp0548 を指標
に用いた Enhanced CDC -typing（ECDCT）法と、
tp0136, tp0548, 23S rRNA の塩基配列を指標
にした Sequencing-based Molecular Typing
（SBMT）法の両方を実施した。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基
盤研究所倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（申請番号：0810-05-4、1802-077）。 
 
Ｃ.研究結果 
梅毒トレポネーマ（Treponema pallidum 

subsp. pallidum）は大きく SS14 系統と
Nichols 系統に分かれるが、本研究では SS14
系統は 31 例（86.1%）、Nichols 系統は 1 例
（2.8%）と世界的流行の傾向の中で中国やアメ
リカと同様の比率であった。また、梅毒と診断
された内の 2例の病原体が、国内でこれまで報
告が無い、風土病性トレポネーマ症の病原体で
あ る TEN （ Treponema pallidum subsp. 
endemicum）である事が分かった。また、ECDCT
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法では 25例が遺伝子型 14d/f（男性 14 例、女
性 11例）、SBMT 法では遺伝子型 SSR8 が 26 例
（男性 16例、女性 10例）とそれぞれ最多であ
った。近年、世界的には SS14 系統の約 90%、
Nichols 系統の約 25%にマクロライド系抗生物
質の耐性変異といわれている 23S rRNA の
A2058G 変異がみつかっているが、今回の結果
では、SS14 系統の 90.3%にこの変異がみつかっ
た。Nichols 系統は症例が 1例であるが耐性変
異はなかった。また、TENでは 2例中2例(100%)
で耐性変異がみつかった。 
 ECDCT 法と SBMT 法を合わせて解析した結果
では、感染経路が異性間性的接触の検体では、
14d/f-SSR8の遺伝子型のTPAが78.6%と多くを
占めており、特に女性の検体の 90.9%がこの遺
伝子型であった。一方、同性間性的接触の検体
ではこの遺伝子型の TPA は 1 例も認められず、
それ以外の多様な遺伝子型が検出された。 
 
Ｄ.考察 

現在の世界的な梅毒トレポネーマの流行に
おいて、いくつかの国では、異性間での流行に
先行して同性間での流行が観察・報告されてい
る。日本においても、川崎や東京、大阪などで
も同様のことが観察されている。このことから、
先にゲイ･バイセクシャル男性で流行した梅毒
トレポネーマが、異性愛者の集団に漏れ出し、
流行が拡大したという考え方もある。しかしな
がら、大阪において採取した限られた数の検体
の解析ではあるが、今回の我々の解析結果では、
先に同性間性的接触で流行した梅毒トレポネ
ーマと、後から異性愛者の男女で流行した梅毒
トレポネーマでは、遺伝子型の傾向が異なるこ
とが観察された。このことは、同性間で感染が
拡大した梅毒トレポネーマが異性愛者の男女
へ感染が拡大した訳では無いことを示唆して
いる。 
本研究の目的は、異性愛者の男女で梅毒が感
染拡大していることを証明することであった
が、大阪においては世界的に感染が拡大してい
る SS14 系統の梅毒トレポネーマが、異性愛者
の男女の間で流行している事を明らかにした。
さらに同性間性的接触と異性間性的接触では
流行している梅毒トレポネーマに差があるこ
とも明らかにした。我々の報文に続き国立感染
症研究所の金井らも、ECDCT 法と 23S rRNA 遺
伝子の耐性変異の解析の結果、我々の結果と同
様の傾向が観察されたことを報告しており（J 
Clin Microbiol.2019 Vol.57(1), 
doi:10.1128/JCM.01167-18.）、我々の報文の確
度は高いと考えられる。 

 
Ｅ.結論 
 大阪地域の異性間性的接触で流行している
梅毒トレポネーマは、男性同性間の性的接触で
流行している梅毒トレポネーマとは異なるタ
イプ（遺伝子型）であることを明らかにした。                                                  
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